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「
渡
道

年
を
顧
み
て
」

國
枝

宇
吉

75

明
治
時
代
後
期
か
ら
大
正
時
代
初
期
の
常
呂
村

『
平
成
元
年
度

オ
ホ
ー
ツ
ク
大
学
文
集

ト
ー
コ
ロ
』
か
ら
の
抜
粋

光
陰
矢
の
ご
と
し
と
言
う
よ
う
に
、
月
日
の
過
ぎ
る
の
は
早
く
、
私
が
渡
道
し
て

年
に
な
り
ま
す
。

75

顧
み
ま
す
と
、
両
親
に
従
っ
て
岐
阜
県
か
ら
移
住
し
た
の
が
明
治

年
で
小
学
校
１
年
生
の
時
で
し
た
。

39

今
は
大
変
便
利
に
な
り
ま
し
た
が
、
当
時
は
１
週
間
以
上
か
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

汽
車
で
青
森
に
着
き
、
連
絡
線
は
沖
に
泊
ま
っ
て
い
て
、
小
舟
で
こ
ぎ
着
け
、
は
し
ご
を
伝
っ
て
乗
船

し
、
一
夜
か
か
っ
て
室
蘭
に
上
陸
し
た
と
思
い
ま
す
。

当
時
は
汽
車
は
北
見
に
は
な
く
、
本
線
は
名
寄
ま
で
で
、
翌
日
か
ら
は
海
岸
道
を
各
駅
逓
に
泊
ま
り
な

が
ら
徒
歩
で
着
い
た
の
が
４
日
目
の
夕
方
と
思
い
ま
す
。

＊
注
：
明
治

年
３
月
、
岐
阜
県
か
ら
移
住
し
た
國
枝
鶴
松
さ
ん
の
子
息
／
一
雄
さ
ん
は
、
父
親
か
ら
聞

39

い
た
話
と
し
て
「
郷
土
と
こ
ろ

号
」
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
ま
す
。

54

「
函
館
か
ら
汽
車
で
名
寄
ま
で
来
て
、
そ
れ
か
ら
は
子
ど
も
は
歩
か
せ
、
荷
物
は
背
負
い
、
興
部
を

通
っ
て
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
海
岸
に
出
て
歩
い
た
の
だ
そ
う
で
す
。
途
中
、
先
に
入
地
し
て
い
た
親
族

の
方
々
が
馬
そ
り
で
迎
え
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
雪
の
北
海
道
に
初
め
て
来
て
、
こ
ん
な
嬉
し
か
っ

た
こ
と
は
な
か
っ
た
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。」

当
時
の
常
呂
市
街
は
、
川
向
こ
う
と
本
通
り
、
大
通
り
で
、
戸
数
も

戸
く
ら
い
だ
と
思
い
ま
す
。
現

100

在
の
新
町
も
役
場
の
他
は

戸
く
ら
い
だ
と
思
い
ま
す
。
小
学
校
も
今
の
場
所
よ
り
南
方
で
土
佐
に
あ
っ

10

た
と
思
い
ま
す
。

＊
注
：
「
新
町
」
は
、
「
常
呂
町
史
」
掲
載
の
町
内
地
図
で
は
、
役
場
庁
舎
か
ら
西
へ
池
知
建
設
・
中
台
内

科
、
天
龍
寺
を
挟
ん
で
南
西
側
は
常
呂
小
学
校
前
、
南
側
は
常
楽
寺
を
挟
ん
で
小
学
校
前
の
道
路
と

道
々
と
の
交
差
点
付
近
と
い
う
狭
い
地
区
で
し
た
。

＊
注
：
小
学
校
の
場
所
に
関
し
て

明
治

年
に
現
在
の
本
通
り
に
常
呂
教
育
所
が
設
立

28

明
治

年
に
常
呂
尋
常
小
学
校
に
改
称
（
修
業
年
限
４
年
）

33

大
正
５
年

常
呂
村
市
街
予
定
地
（
現
在
地
）
に
位
置
変
更
の
指
定
、
校
舎
建
設
（

坪
）

240

大
正
６
年
６
月

校
舎
移
転

移
住
し
て
４
、
５
年
過
ぎ
た
頃
の
こ
と
を
考
え
て
み
ま
す
と
、
常
呂
市
街
よ
り
も
鐺
沸
の
方
が
賑
や
か

で
、
学
校
も
あ
り
、
お
祭
り
に
は
神
社
で
角
力
や
草
競
馬
を
見
た
こ
と
を
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

＊
注
：
鐺
沸
神
社

大
正

年
、
現
在
地
に
建
立
、
八
幡
大
神
を
奉
納

15

＊
注
：
鐺
沸
尋
常
小
学
校

大
正
２
年
２
月
５
日

鐺
沸
教
育
所
開
設

大
正
４
年
４
月

鐺
沸
教
育
所
が
鐺
沸
尋
常
小
学
校
に
改
称
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＊
鐺
沸
の
賑
わ
い

「
常
呂
村
史
」
か
ら
抜
粋
・
一
部
読
み
や
す
く
編
集

「
大
正

年
、
外
海
に
お
い
て
ホ
タ
テ
が
大
漁
の
た
め
、
各
地
よ
り
漁
船
が
入
港
し
、
戸
数
が

15

い
ち
や
く
５
倍
の

戸
に
増
加
し
、
料
理
店
３
戸
、
飲
食
店
６
戸
の
開
業
を
み
た
。
以
来
、
昭
和

80

２
年
ま
で
本
部
落
未
曾
有
の
繁
栄
時
代
を
現
出
」

＊
鐺
沸
の
賑
わ
い
に
つ
い
て
は
、
國
枝
宇
吉
さ
ん
の
記
憶
に
時
代
の
ズ
レ
が
あ
り
そ
う
で
す

当
時
は
何
も
見
世
物
が
な
か
っ
た
せ
い
で
、
小
学
生
の
頃
は
遠
足
に
各
学
校
を
見
て
廻
っ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。
川
沿
校
は
今
の
会
館
（
注
：
旧
豊
川
公
民
館
）
の
近
く
で
小
川
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
ま
た
、
太
茶
苗
校
に
も
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
毎
年
の
水
害
の
た
め
、
後
に
廃
校
と
な
り
、

現
在
の
福
山
に
変
わ
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

＊
注
：
「
遠
足
」
に
関
す
る
も
っ
と
も
古
い
記
録
は

大
正
３
年

月
３
日

常
呂
小
学
校
・
常
呂
第
二
小
学
校
（
注
：
川
沿
小
）
・
岐
阜
小
学
校
の

10

連
合
遠
足
会
開
催
（
常
呂
町
百
年
史
）

＊
注
：
大
正

年
３
月
１
日

太
茶
苗
尋
常
小
学
校
と
幌
内
教
授
場
を
併
合
し
て
太
幌
尋
常
小
学
校
が

15

成
立

常
呂
で
当
時
一
番
賑
や
か
に
思
っ
た
こ
と
は
、
競
馬
会
で
し
た
。
毎
年
、
８
月

日
開
催
で
、
村
中

20

総
出
で
見
物
し
ま
し
た
。
今
の
町
民
セ
ン
タ
ー
の
場
所
付
近
が
元
の
競
馬
場
あ
た
り
と
思
い
ま
す
。

＊
「
競
馬
」
の
始
ま
り
は
、
明
治

年
（
常
呂
村
史
）
。
一
時
中
断
を
経
て
、
明
治

年
に
は
土
佐
に
半

35

41

マ
イ
ル
の
競
馬
場
を
新
設
し
て
再
開
（
土
佐
郷
土
史
）。

「
８
月

日
開
催
」
の
記
述
は
、
資
料
で
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
。
「
明
治

年
８
月

日

常
呂
外

20

43

24

４
ヶ
村
連
合
大
競
馬
会
開
催
（
北
海
タ
イ
ム
ス
）]

が
も
っ
と
も
近
い
開
催
日
で
す
。
開
催
月
日
は
別

と
し
て
、
大
正
時
代
・
昭
和

年
頃
ま
で
盛
ん
に
競
馬
会
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
な
資
料

15

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
明
治

年
頃
、
上
山
所
有
地
（
第
一
地
区
）
で
草
競
馬
が
開
か
れ
、
そ
の
後
も
現
岐
阜
集

43

落
セ
ン
タ
ー
前
付
近
で
行
わ
れ
た
」
（
岐
阜
百
年
記
念
史
）
と
の
記
録
も
あ
り
ま
す
。
記
憶
の
正
確
さ

は
関
係
な
く
競
馬
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
す
。


